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一般会計 担当課

事務事業名 担当部
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

ごみの安定処理を推進します

1

クリーンセンター施設管理事業

会計区分

○25年度実施内容

　バキューム車で収集されたし尿を、脱水機を使い水分を取り、水分については生物処理を

行い公共下水道へ放流し処理を行っている。残った汚泥については、し尿浄化槽汚泥処理

施設の真空乾燥機に送られ乾燥後、処理業者により焼却され埋め立て処分している。

【25年度直接経費の内訳】

　需用費(16,443千円）のうち

　　光熱水費7,988千円、修繕料8,295千円

　委託料（44,836千円）のうち

　　クリーンセンター施設管理委託料44,762千円、

　使用料及び賃借料

　　下水道使用料929千円

○26年度実施内容

　25年度と同様に、必要な運転管理とプラントの修繕を実施する。

4

～

　市内で収集されたし尿を適正に処理する。
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　25年度と同様に、必要な運転管理とプラントの修繕を実施する。

【26年度直接経費の内訳】

　需用費(21,786千円）のうち

　　光熱水費13,470千円、修繕料5,400千円

　委託料

　　クリーンセンター施設管理委託料44,725千円

　使用料及び賃借料

　　下水道使用料3,556千円

  昭和62年度より稼動している施設で老朽化が進んでいるため、生し尿とし尿浄化槽汚泥を

一括処理できる施設とするよう改修工事を実施する。

　　平成25・26年度で設計･施工

　　平成27年度共用開始予定
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事業実施におけ

る課題

　市内のし尿処理に必要な機能を保持する必要がある。

事業の

達成状況

　昭和62年度より稼動している施設のため老朽化が進んでいるが、適切な維持管理

を行い、市内から排出されるし尿の処理を円滑に行った。
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の改善案

　改修後の施設は平成27年度から供用開始の予定で、クリーンセンターはし尿浄化

槽汚泥の処理機能を併せ持つ施設となるため、２施設をまとめる事になり相当の経費

節減が図れるものと考える。
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果果果果

　法律で市においてし尿処理をすることが義務付けられており、公共下水道が整備さ

れるまで、処理機能を保持する必要がある。

判定理由

　し尿処理事業は、市民の日常生活に欠くことのできない重要な事業であり、し尿処

理の必要がなくなるまでは、廃止または休止することはできない。
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維　持

　　し尿処理をしながら改修工事を進めるため、し尿処理に必要な機能を保持できる

よう必要な修繕を行う。
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